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第２章 基本構想策定に係る地域住民等の意見の把握 

 

  基本構想を策定するにあたり、各地区の状況を把握している地域住民等の意見

を参考とするため、市内の駅や道路、建築物などの各施設に対する改善要望等に

ついて、周辺住民や関係団体の代表者に対しアンケート調査及びヒアリング調査

を行いました。 

なお、障がい者団体などへは既に同様の調査を実施しており、下記の団体から

の意見をもとに令和 6年度に策定した「新潟市移動等円滑化促進方針」において

内容を整理してきました。 

 

 

〇ヒアリング調査（R5.2 月）   〇交通事業者アンケート調査（R5.3 月） 

・（社福）社会福祉協議会      ・東日本旅客鉄道株式会社 

・（一社）新潟市老人クラブ連合会  ・新潟交通株式会社 

・新潟市身体障害者福祉協会連合会  ・新潟市ハイヤータクシー協会 

・ＮＰＯ法人新潟市ろうあ協会 

・（社福）新潟県視覚障害者福祉協会 

 

 

 

（1）アンケート調査 

 アンケート調査は、令和 7年 3月～8月にかけて促進方針において移動等円滑

化促進地区に設定した全 13 地区の地域住民および関係団体に対して実施しまし

た。 

 回答結果を次頁に示します。 
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（2）ヒアリング調査 

ヒアリング調査は、促進方針において移動等円滑化促進地区に設定した 13 地

区のうち、代表する 3地区のコミュニティ協議会および関係する障がい者団体

などへ実施しました。 

 

表 3 ヒアリング先と実施日時 

ヒアリング先 実施日時 

地域住民 

・団体 

南万代地区コミュニティ協議会 

（新潟万代地区） 
令和 7 年 3 月 

新潟地区コミュニティ協議会 

（古町・本町地区） 
令和 7 年 3 月 

巻地区コミュニティ協議会 

(巻駅周辺地区) 
令和 7 年 3 月 

障がい者 

団体 

新潟地区手をつなぐ育成会 

（知的障がい者団体） 
令和 7 年 4 月 

にいがた温もりの会 

（精神障がい者団体） 
令和 7 年 4 月 

高等 

特別支援 

学校 

西蒲高等特別支援学校 令和 7 年 5 月 

江南高等特別支援学校 令和 7 年 5 月 
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表 4 ヒアリングにおける主な意見 

施設等 

地域住民・団体 障がい者団体 高等特別支援学校 

南万代地区コミュニティ協議会 

（新潟万代地区） 

新潟地区コミュニティ協議会 

（古町・本町地区） 

巻地区コミュニティ協議会 

(巻駅周辺地区) 

新潟地区手をつなぐ育成会 

（知的障がい者団体） 

にいがた温もりの会 

（精神障がい者団体） 
西蒲高等特別支援学校 江南高等特別支援学校 

１．駅 ・特になし。 ・特になし。 

・巻駅の整備に関しては法に則っ

たバリアフリー化を進めてもら

いたい。 

・駅からバス停まで上屋ができる

のでバス案内や時刻表を見やす

くしてほしい。 

・字が読めない方や音声案内を理

解できない方がいるため、ピク

トグラム等のわかりやすいイラ

ストで案内表示をしてほしい。 
・特になし。 

・巻駅には駅員さんがいるため安

心して駅が利用できる。 

・各施設で路線や案内版等の色を

統一すると知的障がいの方も目

印にでき移動円滑化につなが

る。 

・駅員さんがいないと生徒も保護

者も不安なので、登下校の時間

だけでもいてくれると安心でき

る。 

２． 

道路 

・幹線道路は歩道の整備が進み歩

行者の安全性が向上、一方、幹

線道路以外は歩道が狭く、高齢

者や障がい者が移動しにくい。 

・歩道の横断勾配がきつく車椅子

使用者や高齢者が辛そうに移動

する。 

・歩道内にある街路樹により歩道

がでこぼこで歩きづらい。 

・横断歩道に水たまりができ、道

路の維持管理ができていない箇

所がある。 

・すべりやすい道路を減らす工夫

が必要である。 

・道路幅が狭く、歩車道の区別が

できていない。 

・東口のアクセス道路の幅が狭く

歩行者が歩きにくい。 

・西蒲区役所前道路の幅が狭く歩

車道の区別をわかりやすくして

ほしい。 

・知的障がい者と手をつないでサ

ポートしながら歩くため、広い

歩道の整備が必要である。 

・車椅子使用者が移動しやすくな

るよう、道路と歩道の段差解消

が必要である。 

・道路や公共施設において、煩雑

な音声案内やアナウンス等で

様々な音があり落ち着かないの

で深夜や早朝に出かけている。 

・広告等の強い光が街中にあると

落ち着かないため、光と色はシ

ンプルにしてほしい。 

・歩道がでこぼこで歩きづらい。 

・特になし。 ・特になし。 

３． 

交差点 

・交差点での道路と歩道の段差が

あり車椅子使用者が、自力で乗

り越えられない箇所がある。 

・横断歩道の除雪を強化し、安心

して安全に移動させてもらいた

い。 

・特になし。 ・特になし。 ・特になし。 ・特になし。 ・特になし。 

４． 

建築物 

・地区全体的にここ数年で建物管

理者がバリアフリー整備に取り

組んでいる印象がある。 

・出入口の扉の向こう側が視認で

き、安全に出入りができるよう

にしてもらいたい。 

・古いタイプのエレベーターでは

車椅子使用者が回転できない。 

・各施設に多機能トイレが必要で

ある。 

・特になし。 ・特になし。 ・特になし。 ・特になし。 

５． 

駐車場 
・特になし。 ・特になし。 

・ここ数年で整備されている箇所

が増えて良い。 
・特になし。 ・特になし。 ・特になし。 ・特になし。 

６． 

公共交通 
・特になし。 

・停留所のバスの止まる位置が定

まっておらず、統一してほし

い。 

・停留所の除雪を強化し、安心し

て安全にバスに乗車したい。 

・特になし。 ・特になし。 ・特になし。 

・南区からバスで通う生徒は便数

が少なく公共交通が不便と感じ

ている。 ・特になし。 

７． 

心のバリ 

アフリー 

・障がい者や高齢者の方への声掛

けやサポートを行うか躊躇して

しまう。 

・若い方が歩道の段差で困ってい

る車椅子使用者を助けていて教

育が進んでいると感じた。 

・特になし。 

・公衆用トイレ(多機能トイレ)の

利用方法がとても悪くモラルの

啓発などが必要である。 

・ヘルプマーク、耳マーク等が理

解されていないため、認知度及

び、理解度向上に向けた啓発活

動の実施が必要である。 

・自転車の乗り方が悪い方が多い

ため、講習会等を行ってほし

い。 

・バス停留所において、ルールを

守らず割り込みする人などがい

る。 

・特になし。 ・特になし。 

８． 

その他 
－ － － 

・古い施設ではエレベーターが小

さく不便である。 

・公共施設を整備する際に、案内

看板や音声案内について利用者

の意見を反映する流れがほし

い。 

・精神障害を周知する啓発セミナ

ー等を市主催で行ってほしい。 

 ・ピクトグラムを積極的に取り入

れてほしい。 

 


